
白の国

やってみよう会

タテ書き小説ネット Byヒナプロジェクト

http://pdfnovels.net/



1

注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
白
の
国

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
７
６
１
０
Ｎ

【
作
者
名
】

　
や
っ
て
み
よ
う
会

【
あ
ら
す
じ
】

　
地
球
温
暖
化
で
異
常
気
象
に
な
り
、
つ
い
に
地
球
は
氷
河
期
を
迎
え
る
。

人
類
は
地
下
に
住
み
始
め
、
い
つ
し
か
地
上
は
『
伝
説
』
と
な
っ
た
。

そ
ん
な
中
生
き
る
少
年
（
高
校
生
く
ら
い
）
の
話
と
、
地
下
の
中
で
生
き
る
少

年
（
高
校
生
く
ら
い
）
が
地
上
を
夢
見
て
地
上
を
目
指
す
話
し
で
あ
る
。

注
：
原
作
の
キ
ャ
ラ
と
か
は
出
な
い
よ
！
！
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プ
ロ
ロ
ー
グ
　
ま
あ
見
て
っ
て
！
（
前
書
き
）

初
め
て
の
真
剣
に
書
き
ま
す
。
間
違
い
が
あ
れ
ば
、
教
え
て
く
く
だ
さ
れ
ば
あ

り
が
た
い
で
す
。

駄
文
で
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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プ
ロ
ロ
ー
グ
　
ま
あ
見
て
っ
て
！

少
し
未
来
の
話

地
球
温
暖
化
の
せ
い
で
、
北
極
が
消
え
地
球
は
氷
河
期
を
迎
え
る
。

台
風
を
造
り
、
全
て
を
凍
ら
し
尽
く
す
。

ま
た
、
異
常
気
象
に
よ
り
人
類
は
地
下
に
逃
げ
る
よ
う
に
住
み
始
め
る
。

地
下
に
『
ホ
ー
ル
』
と
い
う
、
天
井
に
空
を
映
し
だ
し
た
一
つ
の
大
き
な
部
屋

を
造
る
。

『
ホ
ー
ル
』
に
は
い
く
つ
も
の
部
屋
が
あ
る
。

そ
の
部
屋
を
自
分
の
家
に
す
る
の
だ
。

ま
た
、
『
ホ
ー
ル
』
と
『
ホ
ー
ル
』
を
つ
な
ぐ
通
路
は
幅
が
大
き
く
、
店
も
並

ん
で
い
る
。

歩
き
な
が
ら
買
い
物
で
き
る
の
だ
。

そ
こ
を
造
っ
た
人
類
は
、
そ
こ
に
ず
っ
と
住
み
続
け
る
よ
う
に
な
る
。

そ
し
て
、
人
類
は
い
つ
し
か
地
上
を
『
伝
説
』
に
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

そ
の
『
伝
説
』
に
は
、

『
辺
り
一
面
に
緑
が
生
い
茂
り
、

　
青
い
空
は
ど
こ
ま
で
も
高
く
、
暖
か
い
風
が
体
を
包
み
込
み
、

　
白
い
雲
が
浮
い
て
い
て
、
時
に
恵
み
の
雨
が
降
る
。
』

そ
う
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
ん
な
中
、
地
上
を
歩
く
人
間
達
が
い
た
。

ま
だ
少
年
（
高
校
生
く
ら
い
）
だ
。

ソ
リ
を
引
き
ず
り
、
暖
か
装
備
で
歩
い
て
る
。

彼
ら
は
、
あ
る
任
務
で
、

太
陽
の
様
子
や
位
置
、

台
風
の
大
き
さ
や
形
、
軌
道
に
位
置
、
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地
上
の
温
度
や
様
子
、

現
在
地
な
ど
を
、
『
極
秘
情
報
収
集
ホ
ー
ル
』
に
報
告
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

の
だ
っ
た
。

そ
の
中
の
一
人
、
神
谷
　
未
来
（
名
前
か
ら
し
て
日
本
人
）
の
軌
跡
の
お
話
し

か
み
や

み
ら
い

し
よ
う
。

彼
は
こ
の
、
真
っ
白
な
世
界
で
、

孤
独
な
世
界
で
、

文
明
が
死
ん
だ
世
界
で
、
ど
う
生
き
る
の
か
。

何
を
伝
え
、
何
を
残
す
の
か
。

こ
れ
か
ら
話
す
の
は
、
そ
う
い
う
も
の
で
あ
る
。

―
―
―
そ
の
つ
い
で
に
、
地
上
を
目
指
す
地
下
に
住
む
、
ア
ス
ラ
＝
ク
ラ
イ
ン

（
髪
が
黒
色
で
目
は
赤
色
の
日
系
民
族
）
の
話
も
し
よ
う
。
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プ
ロ
ロ
ー
グ
　
ま
あ
見
て
っ
て
！
（
後
書
き
）

次
、
何
時
だ
せ
る
だ
ろ
う
か
・
・
・
。

出
せ
な
か
っ
た
ら
ご
め
ん
な
さ
い
・
・
・
。
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第
一
章
　
現
在
　
２
９
７
６
年
　
　
第
一
話
　
地
上
（
前
書
き
）

こ
ん
に
ち
は
！
や
っ
て
み
よ
う
会
デ
ュ
エ
～
ス
ゥ
！
！
！

今
日
も
今
日
と
て
駄
文
を
書
く
ぜ
！
！
！

・
・
・
半
分
壊
れ
た
作
者
の
話
で
す
が
よ
ろ
し
く
見
て
く
だ
さ
い
・
・
・
。
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第
一
章
　
現
在
　
２
９
７
６
年
　
　
第
一
話
　
地
上

《
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
　
未
来
》

―
―
―
報
告
、

　
　
二
九
七
六
年
七
月
十
九
日
、

　
　
現
在
地
：
北
太
平
洋
ノ
日
本
ノ
近
ク
、

　
　
太
陽
：
様
子
：
今
日
ハ
イ
ツ
モ
道
理
、
雲
ニ
隠
レ
テ
イ
ル
。

　
　
　
　
　
位
置
：
東
上
空
、
午
後
四
時
半
。

　
　
台
風
：
大
き
さ
：
イ
ツ
モ
ヨ
リ
小
サ
イ
、
少
シ
ノ
間
ハ
安
全
ソ
ウ
。

　
　
　
　
　
形
：
イ
ツ
モ
道
理
。

　
　
　
　
　
軌
道
：
十
二
時
間
後
ニ
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
上
空
ニ
移
動
ス
ル
。

　
　
　
　
　
位
置
：
ブ
ラ
ジ
ル
近
ク
。

　
　
地
上
：
温
度
：
氷
点
下
二
十
三
度
。

　
　
　
　
　
様
子
：
相
変
ワ
ラ
ズ
地
面
一
面
真
ッ
白
ダ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上
―
―
―

よ
し
！
報
告
が
で
き
た
！
！
こ
れ
で
六
時
間
の
休
眠
が
と
れ
る
。

あ
と
は
サ
ニ
ー
＝
ク
ラ
ニ
ズ
君
に
頼
も
う
。

サ
ニ
ー
君
が
こ
っ
ち
側
・
・
・
地
上
に
来
た
の
は
去
年
の
こ
と
だ
。

何
故
か
俺
に
つ
い
て
こ
よ
う
と
す
る
。
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多
分
、
サ
ニ
ー
君
が
訓
練
し
て
い
る
時
に
落
と
し
穴
（
ガ
ラ
ス
張
り
の
天
井
）

に
落
ち
て
そ
れ
を
助
け
た
か
ら
だ
と
思
う
。

そ
の
時
の
話
は
ま
た
ほ
か
の
話
で
し
よ
う
。

今
、
地
上
に
い
る
『
極
秘
任
務
隊
』
は
も
の
凄
く
減
っ
て
、
残
り
（
未
来
も
含

め
て
）
三
人
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

昔
は
結
構
い
た
の
だ
が
、
こ
の
環
境
に
や
ら
れ
て
皆
死
ん
だ
ん
だ
・
・
・
。

そ
の
話
も
ま
た
今
度
に
し
よ
う
。

っ
と
と
、
報
告
が
終
わ
っ
て
る
ん
だ
か
ら
早
く
『
補
給
口
』
か
ら
食
料
を
と
ら

な
い
と
！

補
給
口
と
は
、
地
下
か
ら
の
補
給
（
食
料
な
ど
）
が
唯
一
出
て
く
る
『
出
口
』

ほ
き
ゅ
う
こ
う

な
の
だ
。

俺
た
ち
は
こ
こ
か
ら
地
下
に
は
行
け
な
い
。

こ
の
地
上
に
居
続
け
な
く
て
は
い
け
な
い
。

じ
ご
く

そ
の
た
め
に
コ
コ
に
い
る
。

　
ガ
ー
ー
ッ

　
『
聞
こ
え
ま
す
か
？
未
来
先
輩
！
！
』

お
お
う
・
・
。

未
「
聞
こ
え
て
い
る
よ
サ
ニ
ー
君
。
君
の
番
だ
が
、
雪
の
中
は
い
ろ
ん
な
モ
ノ

が
あ
る
か
ら
気
を
付
け
て
。
」

サ
『
は
い
！
！
！
未
来
先
輩
が
言
う
の
な
ら
、
ど
ん
な
も
の
が
来
て
も
へ
っ
ち

ゃ
ら
で
す
！
！
！
』

も
う
一
度
、
お
お
う
・
・
。

未
「
じ
ゃ
っ
後
は
頼
ん
だ
」

サ
『
え
？
？
も
、
も
う
少
し
は
ｎ
「
ブ
チ
ッ
」
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・
・
・
よ
し
！
こ
れ
で
い
い
の
だ
。

後
は
サ
ニ
ー
君
。
君
に
頼
ん
だ
。

俺
は
補
給
口
か
ら
食
料
と
、
テ
ン
ト
を
取
り
出
す
。

テ
ン
ト
を
張
っ
て
寝
袋
に
入
り
、
寝
る
。

お
や
す
み
～
～
～
～
～
～
～
～
・
・
・
・
・
ｚ
ｚ
ｚ

《
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
　
Ｏ
Ｕ
Ｔ
》

《
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
　
サ
ニ
ー
＝
ク
ラ
ニ
ズ
》

あ
ぁ
・
・
・
。

先
輩
に
切
ら
れ
た
・
・
。

や
っ
ち
ゃ
っ
た
～
・
・
・
。

や
ら
れ
ち
ゃ
っ
た
よ
～
オ
イ
～
・
・
・
。

ま
、
い
っ
か
！

先
輩
が
『
後
は
頼
ん
だ
。
』
て
言
わ
れ
た
し
！

頼
ま
れ
た
ん
だ
よ
～
～
！

や
っ
ほ
～
い
！

・
・
・
は
っ
！
！

早
く
任
務
に
就
か
な
き
ゃ
！
！
！

ザ
ッ
ザ
ッ
ザ
ッ
　
　
　
～
サ
ニ
ー
移
動
中
～

し
っ
か
し
、
見
渡
す
限
り
真
っ
白
・
・
。

あ
っ
、
こ
れ
っ
て
『
ビ
ル
』
っ
て
言
う
奴
だ
！
前
、
先
輩
が
言
っ
て
た
！

『
ガ
ラ
ス
』
っ
て
い
う
や
つ
が
危
な
い
ら
し
い
ん
だ
よ
ね
。

上
か
ら
落
ち
て
く
る
こ
と
も
あ
る
ら
し
い
か
ら
だ
っ
て
。

気
を
付
け
な
い
と
・
・
・
。
ご
く
り
・
・
・
。

僕
は
ゆ
っ
く
り
中
に
入
る
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「
わ
あ
あ
あ
あ
あ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
あ
あ
あ
あ
！
！
！
」

人
が
！
！
！
！
人
が
倒
れ
て
る
！
！
！

・
・
・
こ
れ
は
前
に
先
輩
が
言
っ
て
い
た
凍
り
つ
い
た
『
死
体
』
ら
し
い
・
・
・

。僕
は
無
言
で
合
掌
す
る
。
（
こ
れ
を
し
ろ
と
先
輩
が
言
っ
て
い
た
か
ら
や
っ
て

い
る
。
）

グ
ル
ル
ル
ル

・
・
・
今
の
は
僕
の
お
腹
の
音
じ
ゃ
な
い
ぞ
！

・
・
・
こ
こ
に
い
る
の
は
僕
だ
け
だ
っ
た
は
ず
・
・
・
・
。

な
・
・
・
な
ん
か
嫌
な
予
感
が
・
・
・
。

ゥ
ワ
ン
！
！
！

す
る
と
何
か
が
飛
ん
で
き
た
！

「
わ
あ
あ
あ
！
！
」

す
ん
で
で
避
け
て
見
て
み
る
と
・
・
・

あ
ら
不
思
議
、
オ
オ
カ
ミ
が
い
ま
し
た
・
・
・
お
お
う
・
・
・
。

！
ま
た
来
る
！

そ
れ
を
避
け
つ
つ
、
地
上
連
絡
用
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
〈
未
来
〉
を
手
に
持
つ
。

ち
じ
ょ
う
れ
ん
ら
く
よ
う

サ
「
オ
オ
カ
ミ
が
出
・
・
・
っ
て
繋
が
ら
な
い
！
そ
う
で
し
た
！
」

ゥ
ワ
ウ
！

そ
お
い
！
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今
度
は
地
上
連
絡
用
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
〈
ジ
ョ
ン
〉
を
手
に
持
つ
。

～
解
説
し
よ
う
（
誰
！
？
）

　
ジ
ョ
ン
と
は
未
来
の
大
親
友
で
、
サ
ニ
ー
君
の
敵
（
お
い
！
！
）

　
本
名
を
ジ
ョ
ン
＝
バ
ー
サ
ー
カ
ー
と
言
う
（
危
な
！
！
）

　
戦
い
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
・
・
・
か
も
し
れ
な
い
人
（
ん
に
ゃ
ろ
！
！
）

　
サ
ニ
ー
君
の
先
輩
で
も
あ
る
（
戦
略
的
撤
退
！
！
）

　
　
　
　
　
　
以
上
～

あ
・
・
・
危
な
か
っ
た
～
・
・
・
。

何
で
ボ
タ
ン
押
し
て
も
繋
が
な
か
っ
た
ん
だ
？
故
障
か
？

・
・
・
あ
っ
、
繋
が
っ
た
。

サ
「
オ
オ
カ
ミ
に
襲
わ
れ
た
時
の
対
処
法
を
手
短
に
言
え
」

ジ
『
い
き
な
り
失
礼
す
ぎ
る
だ
ろ
！
！
こ
れ
で
も
先
輩
だ
か
ん
な
！
！

　
　
オ
オ
カ
ミ
に
襲
わ
れ
た
時
は
地
下
連
絡
用
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
〈
補
給
用
〉

ち
か
れ
ん
ら
く
よ
う

で
銃
を
要
求
す
る
　
　
ん
だ
！
後
は
近
く
の
補
給
口
か
ら
銃
が
出
て
来
る
か
ら

！
そ
れ
で
何
と
か
し
ろ
！
じ
ゃ
っ
』

・
・
・
切
ら
れ
た
・
・
・
ま
、
い
っ
か
。

ど
う
す
れ
ば
い
い
か
分
か
っ
た
し
。

ガ
ー
ー
ッ

　
「
な
ん
で
も
い
い
か
ら
銃
た
の
み
ま
す
！
！
」

　
『
は
い
、
分
か
り
ま
し
た
。
Ｍ
４
カ
ー
ビ
ン
を
用
意
し
ま
し
た
の
で
、
近
く

の
補
給
口
に
て
少
し
お
待
ち
し
て
下
さ
い
』

補
給
口
か
ら
Ｍ
４
が
出
て
来
る
。

そ
い
つ
を
手
に
取
り
、
こ
っ
ち
に
来
た
オ
オ
カ
ミ
に
向
け
て
・
・
・

　
　
　
　
撃
つ
！
！
！
！
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オ
オ
カ
ミ
を
殲
滅
！
！
完
了
！
！

・
・
・
報
告
内
容
ど
う
し
よ
う
・
・
・
。

ま
っ
、
い
っ
か
！

オ
オ
カ
ミ
た
ち
を
埋
め
る
。

だ
ん
だ
ん
雪
の
よ
う
に
冷
た
く
な
っ
て
ゆ
く
体
を
抱
き
抱
え
、
穴
に
埋
め
る
。

気
持
ち
悪
く
な
る
。
吐
き
そ
う
だ
。

作
業
を
終
え
、
ま
た
歩
く
。

荷
物
の
乗
っ
た
ソ
リ
を
引
き
、
前
を
向
い
て
・
・
・
。

あ
っ
、
こ
け
た
・
・
・
。
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第
一
章
　
現
在
　
２
９
７
６
年
　
　
第
一
話
　
地
上
（
後
書
き
）

・
・
・
な
ん
だ
か
す
い
ま
せ
ん
。

こ
ん
な
こ
と
し
て
す
い
ま
せ
ん
。

作
者
は
高
校
生
に
も
な
っ
て
い
な
い
の
で
す
。

心
か
ら
、
す
い
ま
せ
ん
っ
し
た
～
～
～
～
！
！
！
！
！

誤
字
等
や
感
想
を
ま
っ
て
ま
す
！
！

ほ
ん
と
、
調
子
に
乗
っ
て
ご
め
ん
な
さ
い
～
～
～
！
！
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

白の国
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この小説の詳細については以下のＵＲＬをご覧ください。
http://ncode.syosetu.com/n7610n/

Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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